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  （百万円未満切り捨て）

１．平成30年10月期第１四半期の連結業績（平成29年11月１日～平成30年１月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年10月期第１四半期 4,121 10.3 △666 － △654 － △491 － 

29年10月期第１四半期 3,735 △3.2 △736 － △703 － △506 － 
 
（注）包括利益 30年10月期第１四半期 △507 百万円 （－％）   29年10月期第１四半期 △445 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年10月期第１四半期 △19.65 － 

29年10月期第１四半期 △19.95 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年10月期第１四半期 19,861 12,482 62.8 499.35 

29年10月期 20,707 13,115 63.3 524.66 
 
（参考）自己資本 30年10月期第１四半期 12,482 百万円   29年10月期 13,115 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年10月期 － 0.00 － 5.00 5.00 
30年10月期 －         
30年10月期（予想）   0.00 － 5.00 5.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年10月期の連結業績予想（平成29年11月１日～平成30年10月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 9,300 △2.3 △910 － △855 － △656 － △26.24 

通期 24,850 1.5 230 295.3 310 87.9 122 83.4 4.88 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）                 、除外  －  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年10月期１Ｑ 25,775,118 株 29年10月期 25,775,118 株 

②  期末自己株式数 30年10月期１Ｑ 777,328 株 29年10月期 777,328 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年10月期１Ｑ 24,997,790 株 29年10月期１Ｑ 25,386,137 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が堅調に推移していることや、人手不足を背景とし

た雇用所得環境の改善により個人消費が回復するなど、景気は緩やかな回復基調で推移しております。 

 当社グループが属する住宅・不動産業界におきましては、住宅ローン金利が引き続き低水準で推移していること

や、政府による住宅取得支援策の継続しているものの、新設住宅着工戸数の「持家」が、当第１四半期連結累計期

間において低調な推移となりました。 

 このような状況において、当社グループは、総人口の減少や住宅ストックの増加、相続税法の改正や消費税増税

を控え、大きく変化し続ける市場環境に対応するために、平成29年10月13日に発表いたしました「当社の100％子

会社株式会社土屋ホームのグループ再編に伴う子会社（分割準備会社）設立に関するお知らせ」のとおり、株式会

社土屋ホーム、株式会社土屋ホームトピアに加え、株式会社土屋ホーム不動産の３事業会社体制として、経営者育

成環境を整備していくとともに、経営の戦略性と機動性を高めることで、グループの総合力と相乗効果の最大化を

図り、経営資源の最適化の実現、成長投資効果の明確化により、適切かつ効率的に業務を推進すべく、グループ再

編に向け、体制を整備してまいりました。 

 当第１四半期連結累計期間における経営成績につきましては、売上高は41億21百万円（前年同四半期比10.3％

増）となりました。利益につきましては、営業損失は６億66百万円（前年同四半期は営業損失７億36百万円）、経

常損失は６億54百万円（前年同四半期は経常損失７億３百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は４億91百

万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失５億６百万円）となりました。 

 なお、当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、冬期間の影響により第１四半期及び第２四半期に比

べ第３四半期及び第４四半期に完成する工事の割合が大きいため、業績に著しい季節変動があります。 

 セグメントの業績は次の通りであります。 

①住宅事業 

住宅事業につきましては、組織を再編し、北海道、東北、関東、東海・関西の各地域に事業部を置き、より地域

に密着した営業体制の構築を進めてまいりました。また、リズナス事業部では新たに拠点を増設するとともにSNS

やインターネット等の時代に合った販売チャネルの活用推進、特建事業部においては家づくりで培った省エネ技術

を活用した賃貸住宅、商業施設等の提案を進めてまいりました。 

当事業の売上高は27億76百万円（前年同四半期比4.3％増）、利益面につきましては、売上総利益率の減少及び

販売費及び一般管理費の増加により営業損失は６億13百万円（前年同四半期は営業損失５億79百万円）となりまし

た。 

②リフォーム事業 

リフォーム事業につきましては、断熱・耐震性能を向上させ耐久性の高い商品の販売に注力するとともに、各エ

リアにマンションリフォーム課を新設し、マンションリフォームの拡販に努めてまいりました。また、まちづく

り・古民家再生への取組みに向け京都支店を開設いたしました。 

当事業の売上高は、持越物件の引渡が順調に進んだことから６億54百万円（前年同四半期比23.0％増）、利益面

につきましては、売上高の増加に伴い、売上総利益が増加したことから営業損失は１億７百万円（前年同四半期は

営業損失１億31百万円）となりました。 

③不動産事業 

不動産事業につきましては、新たに青森県に拠点を増設し、不動産の販売・仲介に注力するとともに、空き家問

題、任意売却への取組みとして建物管理や相談窓口による対応などお客様に安心して取引していただけるよう努め

てまいりました。 

当事業の売上高は、土地及び中古住宅の販売が順調に推移したことから５億11百万円（前年同四半期比34.6％

増）、利益面につきましては、売上高の増加に伴い、売上総利益が増加したことから営業利益は44百万円（前年同

四半期は営業損失４百万円）となりました。 

④賃貸事業 

賃貸事業につきましては、賃貸管理事業において、賃貸物件確保の強化を図るため、北海道内の各支店に賃貸管

理機能を追加し、管理受託戸数の増加を図るとともに、オーナー様向けのセミナーを開催するなどきめ細やかな対

応に努めてまいりました。 

当事業の売上高は、営繕工事の売上が順調に推移したことから１億78百万円（前年同四半期比11.4％増）、利益

面につきましては、売上高の増加に伴い、売上総利益が増加したことや販売費及び一般費が減少したことから営業

利益は67百万円（前年同四半期比33.9％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、現金預金及び完成工事未収入金の減少、未成工事支出金、販売

用不動産及び繰延税金資産等の増加により前連結会計年度末と比較して８億46百万円減少し、198億61百万円とな

りました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における負債は、工事未払金等、未払法人税等及び未払消費税等の減少、短期借入

金及び未成工事受入金等の増加により前連結会計年度末と比較して２億13百万円減少し、73億78百万円となりまし

た。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は、季節的要因による利益剰余金の減少等により前連結会計年度末

と比較して６億32百万円減少し、124億82百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年10月期の連結業績予想につきましては、平成29年12月15日の「平成29年10月期 決算短信」で公表いた

しました第２四半期連結累計期間及び連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 4,619,293 2,791,253 

完成工事未収入金等 368,586 161,195 

未成工事支出金 589,253 834,610 

販売用不動産 3,469,183 3,763,743 

原材料及び貯蔵品 120,136 156,770 

繰延税金資産 175,576 367,979 

その他 370,988 693,989 

貸倒引当金 △8,601 △4,018 

流動資産合計 9,704,417 8,765,525 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,623,610 2,555,170 

機械装置及び運搬具（純額） 883,850 863,826 

土地 5,736,235 5,736,235 

リース資産（純額） 22,329 24,009 

建設仮勘定 － 21,445 

その他（純額） 17,660 18,407 

有形固定資産合計 9,283,685 9,219,094 

無形固定資産    

その他 158,864 196,903 

無形固定資産合計 158,864 196,903 

投資その他の資産    

投資有価証券 799,175 882,240 

長期貸付金 89,594 90,461 

繰延税金資産 65,857 60,555 

その他 688,183 735,219 

貸倒引当金 △84,528 △91,234 

投資その他の資産合計 1,558,283 1,677,243 

固定資産合計 11,000,832 11,093,241 

繰延資産    

創立費 2,566 2,566 

繰延資産合計 2,566 2,566 

資産合計 20,707,817 19,861,333 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年１月31日) 

負債の部    

流動負債    

工事未払金等 2,602,627 1,118,901 

短期借入金 － 1,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 200,000 200,000 

リース債務 23,388 20,819 

未払法人税等 143,890 30,830 

未成工事受入金 1,455,834 1,974,184 

完成工事補償引当金 189,322 159,095 

その他 1,262,832 1,153,369 

流動負債合計 5,877,895 5,657,202 

固定負債    

リース債務 28,901 32,511 

役員退職慰労引当金 117,261 116,751 

退職給付に係る負債 802,439 799,194 

資産除去債務 62,833 64,928 

繰延税金負債 12,117 5,215 

その他 691,043 702,991 

固定負債合計 1,714,597 1,721,592 

負債合計 7,592,493 7,378,794 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,114,815 7,114,815 

資本剰余金 4,427,452 4,427,452 

利益剰余金 1,719,616 1,103,408 

自己株式 △156,838 △156,838 

株主資本合計 13,105,045 12,488,837 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 17,506 646 

退職給付に係る調整累計額 △7,227 △6,945 

その他の包括利益累計額合計 10,278 △6,298 

純資産合計 13,115,324 12,482,538 

負債純資産合計 20,707,817 19,861,333 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年11月１日 

 至 平成29年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年11月１日 
 至 平成30年１月31日) 

売上高 3,735,007 4,121,224 

売上原価 2,624,032 2,943,173 

売上総利益 1,110,975 1,178,050 

販売費及び一般管理費    

従業員給料手当 754,974 733,117 

退職給付費用 14,080 15,226 

役員退職慰労引当金繰入額 20,352 2,990 

賃借料 198,089 206,108 

その他 860,394 887,562 

販売費及び一般管理費合計 1,847,890 1,845,005 

営業損失（△） △736,914 △666,954 

営業外収益    

受取利息 457 404 

受取配当金 5,895 6,793 

受取事務手数料 9,411 1,251 

貸倒引当金戻入額 10,454 1,999 

その他 8,705 5,755 

営業外収益合計 34,925 16,204 

営業外費用    

支払利息 1,651 1,867 

減価償却費 98 98 

和解金 － 1,750 

その他 9 463 

営業外費用合計 1,759 4,179 

経常損失（△） △703,749 △654,930 

特別損失    

固定資産除却損 298 － 

減損損失 － 9,329 

役員退職慰労金 － 605 

特別損失合計 298 9,934 

税金等調整前四半期純損失（△） △704,047 △664,864 

法人税、住民税及び事業税 11,793 13,583 

法人税等調整額 △209,491 △187,228 

法人税等合計 △197,698 △173,645 

四半期純損失（△） △506,349 △491,218 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △506,349 △491,218 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年11月１日 

 至 平成29年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年11月１日 
 至 平成30年１月31日) 

四半期純損失（△） △506,349 △491,218 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 60,265 △16,859 

退職給付に係る調整額 388 282 

その他の包括利益合計 60,654 △16,577 

四半期包括利益 △445,695 △507,796 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △445,695 △507,796 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒実績高の算定方法

一般債権の貸倒実績高の算定については、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率を使用しております。

②たな卸資産の評価方法

たな卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

③固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年11月１日 至 平成29年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注２） 
  住宅事業 

リフォーム
事業 

不動産事業 賃貸事業 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,662,168 532,148 380,315 160,375 3,735,007 － 3,735,007 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
11,995 － 948 29,854 42,798 △42,798 － 

計 2,674,164 532,148 381,263 190,229 3,777,805 △42,798 3,735,007 

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
△579,249 △131,733 △4,057 50,662 △664,378 △72,536 △736,914 

 （注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△72,536千円には、セグメント間取引消去2千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△72,538千円が含まれております。全社費用の主なものはグループの管理

部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 
 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年11月１日 至 平成30年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注２） 
  住宅事業 

リフォーム
事業 

不動産事業 賃貸事業 合計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,776,394 654,395 511,827 178,606 4,121,224 － 4,121,224 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
12,708 － － 27,929 40,638 △40,638 － 

計 2,789,103 654,395 511,827 206,535 4,161,862 △40,638 4,121,224 

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
△613,199 △107,855 44,226 67,820 △609,007 △57,947 △666,954 

 （注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△57,947千円には、セグメント間取引消去623千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△58,570千円が含まれております。全社費用の主なものはグループの管

理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 減損損失9,329千円のセグメントは、全て住宅事業であります。なお、のれん等の該当事項はありません。

 

- 9 -

㈱土屋ホールディングス (1840) 平成30年10月期　第１四半期決算短信



３．補足情報

（１)生産、受注及び販売の状況 

①販売実績

（単位：千円）
 

セグメントの名称
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年11月１日
至 平成29年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年11月１日
至 平成30年１月31日）

前連結会計年度
（自 平成28年11月１日
至 平成29年10月31日）

住宅事業 2,662,168 2,776,394 17,991,716

リフォーム事業 532,148 654,395 3,625,482

不動産事業 380,315 511,827 2,231,397

賃貸事業 160,375 178,606 639,418

合計 3,735,007 4,121,224 24,488,014

 

②受注状況

（単位：千円）
 

セグメントの名称
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間 前連結会計年度

受注高
（千円）

受注残高
（千円）

受注高
（千円）

受注残高
（千円）

受注高
（千円）

受注残高
（千円）

住宅事業 3,556,251 4,910,621 3,592,275 4,835,263 17,994,559 4,019,382

リフォーム事業 683,828 893,564 560,797 656,101 3,633,297 749,699
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